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音声学情報特論最終発表
〜歌舞伎の音声分析〜

F班 宇田 末光 川畑

目的

 歌舞伎の台詞の際、現れる独特のデクラメー
ションを分析したい

 どのような変化があるか実際にピッチとホル
マント周波数の変化をみていきたい

 昭和での演出と平成での演出でどのような違
いがあるか

 キャラクターによってどんな特性がでるか

手法

 題材として、歌舞伎十八番であり台詞回しが非常
に荒い「助六由縁江戸桜」

 昭和３７年度での演目と平成１５年での演目で比
較

 ソースはDVDより

 場面を大きく４つに分け、ストーリーやキャラク
ター性質が濃くでたセリフを選んだ

 音声抽出 波形はノイズをX−noizeなど利用し取り
除いた上で、Praat,WAVE SURFERを利用して抽出。

 ホルマント周波数、ピッチ、アクセントなどを出
し、分析を行った

あらすじ
 助六は、「友切丸」を探すため吉原に通っていた。様々な男が集まる吉原

で、遊客にわざと喧嘩を吹っ掛けて刀を抜かせようというのである。

 そこに助六を情夫にしている花魁の揚巻と、揚巻に言い寄る髭の意休が登
場

 意休が友切丸を持っていると勘づいた助六は刀を抜かせようとするが、な
かなかうまくいかない。そこへ白酒売に身をやつした兄の曾我十郎がやっ
てきて弟に意見するが、助六の真意を知った十郎は自らも喧嘩を売る稽古
を始める。

 やがて揚巻が一人の侍を伴って再登場。助六はその侍に喧嘩を売ろうとす
るが、驚いたことにその侍は、兄弟を心配してやってきた母の満江であっ
た。満江は助六に破れやすい紙子の衣を着せて、激しい喧嘩を戒めると十
郎とともに帰ってゆく。

 舞台には再び意休が登場。意休は実は助六が敵と見抜いており、友切丸を
抜いて源氏を裏切ることをそそのかす。

キャラクター

助六

助六という侠客に姿をやつした曾我五郎は、
源氏の宝刀「友切丸」を探すため吉原にか
よっている。助六はことあるごとに道行く
人や廓にくる客に喧嘩を吹っかけて刀を抜
かせてはその詮議をしていた。

キャラクター

揚巻

代表的な傾城役。歌舞伎十八番『助六由縁
江戸桜』に助六の恋人役として登場。

キャラクター

意休

助六の敵役。揚巻にいいよる｢ひげの意休｣
が友切丸をもっているとさとった助六は、
意休に刀を抜かせようとするがなかなかう
まくいかない。

キャラクター

白酒売り

実は助六の兄。荒事を好む弟助六とは真逆
に和事的なキャラクターである。弟の喧嘩
をとめようとするも、友切丸詮議のためと
わかると自分も喧嘩のやり方を学ぼうとす
る。

キャラクター

満江

助六の母。侍に身をやつし、揚巻と登場。
助六に無茶な喧嘩をやめるように説得し、
紙衣を着せ、これを破ったらいけないと母
の愛ストーリーで見せていく。

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9B%BE%E6%88%91%E6%99%82%E8%87%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BA%90%E6%B0%8F
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BA%90%E6%B0%8F
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BA%90%E6%B0%8F
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BA%90%E6%B0%8F
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BA%90%E6%B0%8F
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%96%A7%E5%98%A9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%88%80
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%88%80
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%88%80
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%88%80
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%88%80
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%88%80
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8A%B1%E9%AD%81
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8A%B1%E9%AD%81
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8A%B1%E9%AD%81
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8A%B1%E9%AD%81
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8A%B1%E9%AD%81
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8A%B1%E9%AD%81
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8A%B1%E9%AD%81
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8A%B1%E9%AD%81
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8A%B1%E9%AD%81
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8A%B1%E9%AD%81
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%99%BD%E9%85%92_(%E6%97%A5%E6%9C%AC%E9%85%92)
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9B%BE%E6%88%91%E7%A5%90%E6%88%90
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9B%BE%E6%88%91%E7%A5%90%E6%88%90
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9B%BE%E6%88%91%E7%A5%90%E6%88%90
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9B%BE%E6%88%91%E7%A5%90%E6%88%90
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9B%BE%E6%88%91%E7%A5%90%E6%88%90
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9B%BE%E6%88%91%E7%A5%90%E6%88%90


2011/7/29

2

出端の歌〜立ちあい
 この場面のストーリー

今評判の伊達男・助六が登場。助六が意休に悪態をついている
と、店の中から意休の子分・くわんぺら門兵衛が出て来る。

女にもてない腹いせに、ちょうどそこに通り掛かった福山のか
つぎに手を上げる始末。そこで助六が間に入り、門兵衛とその
弟分・朝顔仙平にけんかを仕掛けます。

二人を打ち据えた助六は、さらに意休へ向かって悪態をつき、
刀を抜くように挑発します。怒りに震える意休は刀を抜きかけ
ますが、思い直して店の中へ入って行く。

言い立て

平
成

昭
和

平成と昭和の音声波形およびピッチの比較No.1

言葉のいたるところに特徴的なピッチの立ち上がりがある
（しゃくりのようなもの）

昭和の「かさねがさね」の部分はピッチが非常に高く、うまく分析できず。

平成、昭和ともに、「なんという」の「う」でピッチを下降させている。
しかし、昭和の方は、「う」の直前に声を裏返している。

また、最後の「やろう」の「う」は平成、昭和ともに声を裏返している。

平均ピッチおよびピッチ変化幅は平成と昭和で大きく違った。→個性の違い。
細かい部分のピッチの抑揚はかなり似通っていた。→決まったルールがある。

言い立て
また、全体を通してビブラート（ＡＭ変調）が多用されてい
た。

例）平成の「かさねがさね」の「さ」の部分の音声波形

言い立て
歌舞伎での音声と通常の音声のホルマントの比較

平成の「かさねがさね」の「さ」のスペ
クトル

自分で発音した「さ」のスペクトル

予想したほどホルマント構造に
違いはなかった。

第４ホルマントが異なり、
歌舞伎の方が低い？（3kHz強）

第４ホルマントは喉頭腔によるもの

喉頭腔の形状の個人差？
歌舞伎で「さ」を発音するときの
特徴的な発声方法によるもの？

言い立て
平成と昭和の音声波形およびピッチの比較No.2

前の分析部分と同じく、基本的なピッチ変化はかなり似ている。
特に「な」の部分、徐々にピッチを下降させ、いったん息継ぎをしてから

今度はピッチ上昇、さらに最後に少し下降して終わる、という流れは全く同じ。

喧嘩指南
 この場面のストーリー

白酒売りが花道に現れて助六を呼び止める。助六はぶしつけな呼び声に怒る。

「どいつだ。大どぶへさらい込むぞ、鼻の穴へ屋形船を蹴込むぞ。（節をつけて）こりゃまた何のこったい」

呼び止めた男、白酒売新兵衛の顔を見ると、兄であった。

兄は弟助六が無法な喧嘩三昧の日々を送っていることを指摘し、いさめた。

助六は、源氏の宝刀・友切丸が紛失したままになっていることを指摘した。

その刀を詮議するため、他人に刀を抜かせる、抜かせるために相手を怒らせる、相手を怒らせるために喧嘩を吹っかけているのだ、喧嘩は全
て宝刀の探すためであると、真実を明かした。

兄はもちろんその言を受け入れた。兄は弟の喧嘩を奨励するのだった。

それだけでなく、兄自身も「喧嘩のやり方」を助六から習う。

上品で和事の極致にいるような兄が見よう見まねで喧嘩のまねごとをするが、まったく迫力がない。「おかしみ」のつきない和事らしい一幕
である。

助六
台詞「やい、侍。なぜつきあたった。大どぶへさらい込むぞ、鼻の穴へ屋形船けこむぞ。こりゃまた何のこったい。」
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助六

全体を通していえることではあるが、平
成より昭和の役者のほうが声量がでてい
る（舞台の音響システムの問題か？）

昭和の助六の方が声の張り上げ、デクラ
メーションを多用していることがわかる

白酒売り
「やぁい、さむらい、鼻の穴に屋形船をけりこむぞ、こりゃまたなぁんのこっちゃ」
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白酒売り

同じ意味の台詞ではあるが、助六にくらべ、
キャラクターの性質的に喧嘩になれない
キャラクターであるため、最初の「侍」の
発声が助六に比べ弱い

昭和も平成もとくに変化はなく、台詞の間
の取り方が違う点だけが見受けられ、役者
と舞台の違いがでているが、ビブラートの
多用をしている

股くぐりの場面
助六、新兵衛が通行人に喧嘩をふっかけ
るために、股くぐりを強要する。

音声波形 「股ぁくぐれぇ」
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スペクトログラム 「股ぁくぐれぇ」

昭和３７年版 助六

ハミング窓、窓長 0.04msec
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スペクトログラム 「股ぁくぐれぇ」

昭和３７年版 助六 平成１５年版 助六

昭和３７年版 白酒売り 平成１５年版 白酒売り

ハミング窓、窓長 0.04msec
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同一のセリフにおけるデクラメーション
（アクセント）上の顕著な違いは見られ
なかった。

理由として、喧嘩とは縁遠い上品な性格
の白酒売りが荒々しい助六の口調を真似
ていることが考えられる。

役ごとの違いよりも、役者ごとの違いと
して捉えられる。

満江の出
 この場面のストーリー

 三浦屋から揚巻とともに、編み笠をかぶった人物が登場する。刀を差している。その人物は侍のように見える。助六は、恋人の揚巻が
自分以外の男を連れていると思いこむ。助六は先ず揚巻を罵る。ついでその人物に悪態をつき、喧嘩腰で“口撃”をする。「侍、待ち
やがれ」 その人物が編み笠を自ら取る。

 その人物は、兄弟の母である満江だった。
 二人は小さくなっている。満江は子供たちを叱り飛ばす。

 助六は自分の不明を恥じ、じっとこらえる（辛抱立役）。

 しかし助六はさっきと同じ説明、つまり「友切丸」捜索のためにやむなく喧嘩をしているのだと説明
 。満江は納得するも二度と喧嘩はならぬと、紙子の服を着させる。

 和紙で作った服なので破れやすい、もしやぶれば勘当という意味である（助六の着る紙子は上方版助六を茶化したものある）。満江は
白酒売とともに花道にひっこむ。この幕では、揚巻は恋人の母である満江に尽くす世話女房としての部分を見せなければならないとい
われる。

満江
母 「この紙子は、てあろうすると、やぶれるぞや」
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満江

「てあろう」の台詞の際、昭和も平成も
同様のピッチ変化がみられた

その他は台詞の間など、役者の違いと、
見受けられる変化だけ見受けられた

物語に重要なキーワードは両者とも声を
張り上げていた
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友切丸詮議
 この場面のストーリー

 意休が三浦屋から再度姿を現した。助六は揚巻の打掛の裾を陰に長椅子の
下に隠れる。

 意休は揚巻の隣に座り、愛を語るが、そのたびに意休の足をつねる者がい
る。

 子供のいたずらだろうか？ 否、禿をひっこめてもつねる手はどこかから
出てくる揚巻は言う、それは鼠のしわざではないかと。その鼠は助六であ
ろうと意休は返し、助六に説教をする

 もしも兄弟がバラバラになるとこの香炉台のように（と刀で香炉台を真っ
二つにして）倒れると諭す。しかし、一瞬だけ意休が刀を抜いたときに助
六はその刀の銘をしっかりと見た。意休の刀は確かに友切丸だった。

意休

「こしぬけが」
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意休

平成版は「し」をゆるめて発声し、
「が」を伸ばすような発声方法をｐとっ
ていた

昭和は全体的にデクラメーションをいれ
ていた

助六を挑発するニュアンスの台詞である
が、平成のほうが「し」をゆるめること
によってそのニュアンスを高めていたよ
うに聞こえる

まとめ
 昭和と平成では舞台の音響システムの違いで、昭和の役者の

方が声を張り上げる必要があったために波形も大きくでてい
た

 キャラクターの違いと、役者の声質の違い、台詞の間や声を
張り上げるタイミングの違いから、演じ方の違いも出ていた
ように考えられる

 荒事と和事の融合劇としての助六劇でああったがセリフも
キャラクターによって緩やかなアクセントがみられたり、デ
クラメーションの多用がみられた

 重要なキーワードはどこの台詞でもデクラメーションや抑揚
を利用した発声方法を利用していた

 時代を通じて「決まった発声ルール」があるように考えられ
た→ストーリーやキャラクターも決まっているためか？

 役者によって感情表現をより出すために、抑揚をいれる工夫
をしているのだろうか？

ご清聴ありがとうございました。


